
好評につき
２年連続開催

「梼原町立図書館 雲の上の図書館」、「梼原町複合福祉施設YURURIゆすはら」
など隈研吾氏設計の建築が学びの場となります！

主催 （一財）地域活性化センター 共催：梼原町 後援：総務省、内閣府、高知県（予定）

主任
講師

町長時代に町民の不安に思うことや町内外の意見等を調査分析し、絆
と自立をキーワードに小さな拠点ゆすはらづくりを掲げ、「自分たちで
できることは自分たちでする」を合言葉に地域の課題を解決する小さな
拠点・地域運営組織（梼原町では集落活動センターという。）を町内全
域に6ヶ所設立。町民みんなと心を一つに、生きる仕組みをつくり、人口
減少に立ち向かう梼原町を牽引した。
そうした経験から、全国各地の大学、各種団体、市町村や市町村会議

等に出向いての講演や内閣府の地域活性化伝道師及び小さな拠点・地域
運営組織の形成推進に関する有識者懇談会委員及び学校法人平成学園ア
ドバイザー等の活動を行う。

小さな拠点 ゆすはらづくり

～集落活動を核とした、地域の再活性化～

令和2年度地方創生実践塾 in 高知県梼原町

と
き 令和２年１０月２日（金）１３時３０分

～３日（土）１３時３０分

梼原町役場、雲の上図書館ほか
と
こ
ろ

地域づくりに興味のある方
（公務員、NPO、地域づくり団体、
学生等どなたでも）

４０名（先着順・変更の可能性あり）
定
員

対
象

矢野 富夫氏（内閣府地域活性化伝道師・前梼原町長）



◆１０月２日（金）
会場：梼原町役場会議室 ほか

・講義 主任講師：矢野 富夫 氏
「梼原町のまちづくり」

・フィールドワーク１ 集落活動センター四万川
「地域住民の暮らしを守る 地域のための会社」

・フィールドワーク２ 集落活動センターゆすはら西
「捕獲鳥獣をお金に換える仕組み」

・フィールドワーク３ 集落活動センターおちめん
「人・物・お金が循環する仕組みづくり」

・交流会

◆１０月３日（土）
会場：雲の上の図書館・YURURIゆすはらほか

・特別講義 梼原町立図書館長 見目 佳寿子 氏「人と人をつなぐ、人と本・文化をつなぐ場」

・特別講義 梼原町保健福祉課長 明神孝洋 氏「梼原で安心して暮らし続ける仕組み」

・グループワーク

■実践塾スケジュール（予定）
※新型コロナウイルス感染症の影響により内容が変更となる場合があります。

①FAX：03-5202-0755

以下の項目に必要事項をご
記入後、FAXにてお申し込み
ください。

フリガナ
氏 名

生年月日 / /
(西暦)

性別 男 ／ 女

勤務先/学校

名/団体 等
所属 役職

住 所
(勤務先／自宅) 〒 －

電 話
勤務先:( ) －

携 帯:( ) －
E-mail

２日(金)

交流会

参加 ／ 不参加
（5,000円程度。いずれかに○）

３日(土)
昼食

必要 ／ 不要
（1,000円程度。いずれかに○）

※カリキュラム中の昼食となるため、参加をおすすめします

送迎バス
申込

１．往復希望 （右から選択してください。） ◆乗車地→①高知空港 ・ ②高知駅 ◆降車地→①高知駅 ・ ②高知空港

2．往路のみ希望 （右から選択してください。） ◆乗車地→①高知空港 ・ ②高知駅

3．復路のみ希望 （右から選択してください。） ◆降車地→①高知駅 ・ ②高知空港

4.希望しない

請 求 書 要（宛名： ） ／ 不要

※無料送迎バス(事前申込制) 「高知空港～高知駅経由～講義会場間」
※往路（開講式前）、
復路（閉講式後）のみ運行

実施方法は未定であり、変更の可能性があります。
中止する可能性もありますので、ご承知おきください。

【申込方法】次の①～③のいずれかの方法でお申し込みください。
②E-mail：chiiki@jcrd.jp

件名「実践塾梼原町申込」とし、
本文に以下の各事項をご記入の
うえ送信してください。

③ＨＰ申し込みフォーム

右記のQRコードから専用の申込
フォームを開き、必要事項を入
力のうえ送信してください。

【問い合わせ】一般財団法人地域活性化センター 地域創生グループ（担当：岩﨑）

TEL：03-5202-6136 FAX：03-5202-0755 E-mail：chiiki@jcrd.jp Web：http://www.jcrd.jp/ 

6つの地域運営組織が運営資金を稼ぎ
自走する梼原町を舞台に、

持続可能なまちづくりのポイントを、
講義・フィールドワークを通して学びます！

【お申込にあたって必ずご確認ください】
実践塾の受講は、地域活性化センターの個人賛助会員に対するサービスの一環です。受講を希望する場合は、賛助会員に

なって頂く必要があります（※詳しくは→https://www.jcrd.jp/member/about/）。実践塾の受講の他に、機関紙配布、メルマ
ガ配信等のサービスがあります。賛助会費は【地方創生実践塾地方版L会員10,000円、地方版LS会員（学生）5,000円】です。
開催日の3日前以降にキャンセルされた場合、賛助会費は返金できません。また、開催地までの往復交通費・宿泊費・飲食代等
は別途ご負担となります。なお、申込者の方には宿泊についてのご案内を差し上げます。
万全の感染防止対策のもと実施します。なお、風邪の症状がある方は、参加をご遠慮いただきます。

https://www.jcrd.jp/member/about/

